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は じ め に
英語 の"history"とい う単語 は,his+storyであ り,西 洋 の古い歴史
を調べて ゆ くと,そ こに登場 して くる人物 は殆 ん ど男 ばか りで あ る。歴 史 と
はまさに男の歴史で あ る と言 って も過 言で はない ように思 え る。 その よい例
が旧約聖書 で ある。 旧約に登場 す る多 くの人 々一 は っき りと した数 は,数
えて い な い の でわ か らぬ が,兎 も 角,幾 百 いや 幾 千 の人 々の殆 ん どが男
性であ り,ま た男 系子孫 の 名ぱか りが書 き連ね て あ る。 それ に比べ て女性 は
ごく僅で あ り,恐 らく百 分 の一 以下で あろ う。 オラ ンダ人 の牧 師 アブ ラハ ム
●カイパ ーの名著r聖 書 の女性 一 旧約篇 』の 中で取 り上げ られた 旧約に登
場する女性 は50人 で あり,ヌ ポ ー リン ・マカル ピンの 『旧約婦人 物語 』で
は27名で ある。更`こ39巻か らなる旧約の 中で,女 性が 主人公(ヒ ロイ ン)
とな ってい る物語は,わ ず か2巻 ,『 ル ツ記 』と 『エ ステ ル書 』だけ であ る。
男性の 『助け手 」(anrhe1P)として,ア ダムのあ らば骨の一つか ら彼の一 部
として,更 に 分 身と して誕生 したエパに始 まる女性 の歴 史や活躍 を旧約 の中
に見い出す ことは容易で はない。 「ノアの子 セム,ハ ム,ヤ ペテの系図 は次
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の とお りで あ る。洪 水の 後,彼 らに子が 生れ た。 ヤペテ の子孫 は ゴメル,マ
ゴ グ,マ ダ イ,ヤ ワン,ト パ ル,メ セ ク,テ ラスで あ った。 ゴメルの子孫は
アシケ ナズ,リ パ テ,ト ガル マ。 ヤ ワンの子孫 はエ リシヤ,タ ル シ シ,キ ッ
テム,ド ダニムであ った 」(『 創世 記 』10章1節 一4節)。 この引用でも
明 らか な よう`こ,旧約 の中でいた る ところに 出て くる家 系の説明 も,ほ とん
ど男 系子 孫で あ る。 旧約 を書 いたのが 男達で あ った と して も,兎 も角,旧 約
の時代 には,女 性 は男 の子 きり生 まなか ったので はないか と錯 覚 を起 こすよ
うな記述が多す ぎる。 これ は片手落 ちの ように思わ れ る一 この小論 では,
旧約の 中に登場 す る数 少 ない女性 の中か ら7人 にス ポ ッ トを 当て,2回`こ渡
って,彼 女達 の はた した役割 を論 じてみ たい 。
(1)生 命 の 母 な る エ バ
西欧人の心 の 中`こ象徴的 な女性 として描かれ る三 人の 女性像 一 言 うまで
もな くその第 一 は,理 想の 女性 と して,そ の清浄 と純潔ゆ えに,母 性の 象徴
と して慕われ る聖母 マ リアで あ り,第 二 は,そ の 肉体的 な美ゆ えに 女性の美
しさの象徴 と して ミロの ビーナス,そ して第三に,女 性 の もっ 暗い 部分,誘
惑 とエ ロチシズ ム,女 性だ けの もつ悪 の原型の 象徴 と して エパで ある。
このエバは,『 創世記 』第2章22節,「 主 なる神は 人か ら取 ったあばら
骨で ひと りの女 を造 り,人 の ところへ連れ て こ られ た 」,で は じめ て登場 し
て くる。人(男=ア ダム)が 一人でい るのは 良くないか ら,彼 のために,ふ
さわ しい助け手 を造 ろ うとい う神 の配慮 に よりこの世に造 り出 された エバは,
誕生 した時は,赤 子で もなければ少 女で もな く,最 早完 全な大人で あ った。
ア ダムは,土 の ち りで造 られた が,そ の アダムの あば ら骨の一 っか ら造 られ
たエパは,誕 生 と同時に成 熟 した 女,ア ダムの分 身と して女 と名付け られ,
妻 と してアダ ムと結 ばれ るのであ った。楽 園にあ って,二 入共 裸 であ ったが・
恥ずか しい とは思わ なか った。
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現代で も人がへ び を嫌 うの はその 姿形ゆ えで もあろ うが,そ の根 底には歴
史的 事実 に 由来 す る恐れ が あ るか らで はないだ ろ うか 一 神 が創造 した野 の
生き物の うちで,へ びが最 も狡婿で あ った・へ びは,エ バを介 さなけれ ば ア
ダムを誘惑 す る ことが 出来 ない こ とを悟 ったので,先 ず エバに 向 ⇔て誘惑の
手を差 し出す。
「園に あ るどの 木か らも取 って食べ るな と,ほ ん とうに神がいわれ たで す
か 」。 女はへ びに言 った,「 わた した ちは園の木 の実 を食べ ることは許 され
てい ますが,た だ 園 の中央に あ る木 の実について は,こ れ を取 つて 食べ るな,
これに触れ るな,死 んで はい けないか らと,神 は言わ れ ま した 」。へ びは女
に言 った,「 あなた がた は決 して 死ぬ ことはないで し ょう。 それ を食べ ると,
あなたが たの 目が開 け,神 の よ うに善悪 を知 る者 となる ことを神 は知 って お
られ るので す 」。(第3章1-5節)
エバの天性 の脆 さを熟知 してい るへ びは,巧 み な問答 をもちい てエバの関
心 を禁断 の木 の実へ と向け る。 女性 の感性 は,美 しい もの魅 力あ るもの に対
しては鋭 く感応 す る。 エバが改 めてそ の木 を見る と,そ の木 の実は食べ る`こ
良 く,目 に は美 しく,賢 くな るには好 ま しい と思 われた ので,そ の実を取 っ
て食べ,更 に共にい た アダ ムに もわか ち与 えた。それ まで 共 に裸で暮 しなが
らも恥ずか しい とも思わ なか った二 人が,こ の実 を食べ ると同時に 目が開け,
自分達 の裸 を恥 じらい,い ち じくの葉 をつづ り合わせ て,腰 に 巻 くのだ った 。
ペルシ ャ湾の北 西`こあた る美 しい谷 と川の あ った ところ,ヒ デ ケル(現 在
のチグ リス)河 とユフ ラテ河 の流域に あ った といわれ るエデ ンの園,文 字通
りの楽園 に,神 は何故 に一本 の禁断 の知 恵の木 を置 き,又 人は何故`こ触れ て
はならぬ そ の木 に触れ たので あ ろ うか 一 それは人 を試 さん とする神 の偉大
な知恵`こ,人が見事 に引掛 った ので あ る。 「芝生 に入 るな 」,「 危険だか ら
近ず くな 」な ど と書か れた 看板 を見 ると,人 は何ん とも言 えぬ反 抗心 と,禁
じられた ことを犯 してみた い誘惑にか られ るが,こ れ と同様 に,神 は何 一つ
不自由な く暮 らせ る楽 園 の 中に,唯 一つ絶 対に犯 してはな らない タブ ーを置
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く ことに よ⇔て,人 に試練 と毘 を課 したのだ うた。 そ の試練 と罠 に,先 ずエ
パが 陥 って しま った。先ず エバが誘惑 に負けた。 次いで アダ ムが エバ の誘惑
に負 けた。愚かに も女の誘惑にかか って憂 き 目に あ うとい うテ ーマは,旧 約
の 中に おいては しば しば登場 して くるが,女 性が過 ち の原 因 とみ なされ るサ
ム ソ ンとデ リラ,ダ ビデとバテ シバ等 の物語 と比べ る と,エ バ`こよるアダム
の誘 惑は,誘 惑 とい うよりは,む しろ アダ ムとエパ の絆,己 が 肉体の一部か
ら造 られた とい う切 って も切 る ことので きない絆 に ひかれ て,ア ダムがエパ
の誘いにの り,そ の結果,共 に楽 園 を追放 され る とい う点で,他 の物語の誘
惑 のテ ーマとは異 るのであ る。
「彼 らは,日 の涼 しい風 の吹 くころ,園 の中に 主 なる神の歩 まれる音 を聞
い た 」(第3章8節)と 簡潔で,し か も創世 記setsいて始めて現われ た修飾
的 表現 を も って,禁 断 の木の実 を食べて 身も心 も爽快 にな った二人 の許へ,
神 の足 音が して きたので,二 人 は神 の顔 を避け て,急 いで園 の木 の間に 身を
隠 した。だが厳然 と した 声が鳴 り響 き,神 は先ず 男に 向 って 「あなたが裸で
あるの を,だ れ が知 らせたのか 。 食べ るな と,命 じて おいた木か ら,あ なた
は取 って食べ たのか 」と詰問 す るのだ った。 「わた しと一緒 に して くだ さっ
たあの女が,木 か ら取 うて くれので,わ た しは食べた のです 」と男の答え1こ
は責任回避の 含みが あ る。神は 女に向 って詰 るよ うに 言われ た,「 あなたは,
なん とい うことを したので す 」。 「へ びがわた しをだ ま した ので す。それで
わた しは食べ ま した 」(第3章11-13節),と 女は夢中で弁解 をす る。だ
がへ びはエパ を唆 す件 りを良 く読 んでみ ると,へ び は巧みな誘 導尋問に よっ
て エバ を陥れ たので あ って,「 自分 は,食 べ ろ とは一 言 も言 っていない 」と
言 いのがれので きる誘惑の しかた を してい るので ある。現代 の裁判 官な らば,
へ びには無罪の判決 を下 さなけれ ばな らない が,神 はへ びの唆 しの罪 を認め,
「お まえは,こ の事 を したので,す ぺての家 畜,野 のすべて の獣 の うち,最
ものろわれ る。 おまえは腹で這い あ るき,一 生,ち りを食べ るで あ ろう 」,
(第3章14節)の 判決 を下 す。 唆 したへ び も悪 いが,そ の 誘惑 に負けたエ
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パの罪 は更に重 く,神 がエバ に与えた 罰は,「 わた しはあな たの産み の苦 し
み を大いに 増 す。 あなたは苦 しんで子 を産む 。 それで もな お,あ なた は夫 を
慕い,彼 はあなた を治め るで あ ろう 」。(第3章16節)で あ った。 シ ョー
ペ ンハ ウエ ルが,そ の著 『女 に つ い て 』(UberdieWeiber)の中で,
「女の 姿態 を一見 しただけで わか ることだが,女 は精神 的に も 肉体的 に も大
きな仕事 をす る`ζは生れっ さふ さわ しくない。女 は人生 の負 債 を行為に よっ
てでな く受苦 に よ って,つ ま り,分 娩 の苦 しみ とか,子 供 の世話 とか,夫 に
対す る服 従 一 女は夫に対 して我慢強 く慰め を与 え る相手で なけれ ばな らな
V・一一な どに よ って つ ぐな うので ある 」(1)とい うのも,こ の人類の始祖以
来女性 に与 え られ た宿命な のであ る。
ジ ョン ・ミル トン(Jo㎞Milton)の『失楽 園 」(ParadiseLost)`こ
鉛けるエバ は,ミ ル トンが 描いた女性 の 中で最 も美 しく,単 純で卒 直な性格,
アダムに対 す る素朴で純 粋な愛 情をいだ く理想 的な女性 と して描かれ てい る。
特に第4巻 の楽園の描 写teisいて,そ こに登場 するエバ の姿は,水`こ映 じて
いる己が美 しさに 己 自身が見 とれ るほ ど美 しく華か に描か れてい る。 このエ
パの美 しさ`こひかれ,気 高い愛の絆 と,そ の美 名に 隠れて しば しば犯 され る
悪えの誘い,エ パの誘惑 にかか って禁断 の木の実 を食べた アダ ムに科 せ られ
た罰は,「 あなた は一生,苦 しんで地か ら食物 を取 る。地 はあ なたの ため`こ,
いば らとあざみ とを生 じ,あ なたは野 の草 を食べ るで あろ う。 あなたは 顔に
汗 してパ ンを食べ,つ いに土 に帰る,あ なた は土か ら取 られた のだか ら。 あ
なたは,ち りだか ら,ち りに 帰 る 」(第3章17-19節)で あ る。 人類 の
始祖の男 は,人 間 自らの苦 しみ と死 を招 く結果 とな った ので あ る。
「さて,人 はそ の妻の名 をエパ と名づ けた。 彼女が すべ て生 きた者の母 だ
か らで あ る 」。 エパ とい う名は,第3章20節 に おいて は じめて 出て くる。
この地 上に登場 す る最初 の女 性の名が,「 すべ て生 きた者の母 」とい う意味
であるとい うことは興味深い 。 良いにつ け悪い はつけ,エ パは 女性 のすべて
をうち備 えた 女性で ある ことは確かで あ る。エ パに よる原罪 に より人 類の苦
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難が始 ま った が,同 様,人 類 の歴 史 もエバに よ って始 ま ったので あ る。 今や
善 悪 を知 るもの とな ったわれ らが始祖 は,皮 の着 物 を着せ られて,エ デ ンの
園 を追 い 出され るのであ った。 た とえ束の間で あ ったにせ よエバの栄光に満
ち,楽 園の美 にか こまれて過 した 日々は終 り,茨 の生い 茂 る世界で 産みの苦
しみが 始 まるのだ った。
エデ ンの 園 を追われ た エバ は,長 男カ イ ンを産んだ。何 年か 後に,こ のカ
イ ンが嫉妬心か ら発 作的 に弟 アベルを殺 し,そ の結果神か ら追放 され て地 上
の放 浪者 とな る ことも知 らず,は じめて母 とな った エ バ の 喜 び は大 き く,
「わ た しは主に よ って,ひ とりの人 を得た 」(第4章1節)と 声 を大に して
叫ぶ ので あ った。 カイ ンの誕 生に際 して,ア ダムがいか な る感激 を示 したか
は聖書 には一 切記 され ていな いが,「 わ た しは主 に よ って,ひ とりの人 を得
た 」とい うエバの この一言は,子 供の誕生 に際 して,産 み の苦 しみ の後に女
だけ が知 る歓喜の思い を実に 良 く言い表 わ して い る。 アダムは土か ら,エ バ
は アダ ムの あば ら骨 の一 本か ら造 られ た ことを思 えば,カ インこそ は,人 類
最初 の性 の 営みの結果 と して この世 に生れ て きたので あ るか ら,母 のエパと
は贋 の緒で し っか りと結 ばれ ていたわけで ある。子 を生んだ 女性 が,そ の子
供 とは生涯贋 の緒で 結 ばれ て い る と本能で 感 じてい るものだ が,エ バに して
も,カ イ ンとは この女性 本来 の本能に よ って結 ばれていた のだろ う。
アダムは930歳 まで生 きた のに比べ,エ バ に関す る記述 は,第4章25節,
「アダムは またその妻 を知 った。 彼女は男の子 を産 み,そ の名を セツと名づ
け て言 った,「 カ インが アベル を殺 した ので,神 は アベルの代 りに ひとりの
子 をわた しに授 け られ ま した 」 」が最 後で ある。 エバが その後何年生 き,そ
の生涯が如何 な るもので あ ったか につ いては,我 々はただ想像 を巡 らすだけ
で あ るが,カ イ ンとアベルを産んだ後 の母親 としての エパの人生 が,ま るで
忌 まわ しい 過 去の因果 が招致 したかの よ うな悲惨 な もので あ った ことは確か
で あ る。 実 の子が,人 類最初 の 兄弟殺 しを した結果,次 男 は長男に殺 され,
長 男は神に追わ れて,自 分達 の住む地 上か らさえ も追われ て,放 浪者 となっ
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たのだ。つま り,エバは,人間 が味 わ う不幸の 中で も最 も悲惨 な不幸である子 を失
う不幸 を体験 するのだ。それ も一 時 に二人の子を失ったのだ。己の犯 した罪 の結果
とはいえ,膳 の緒で繋る我 が子忙先立たれたことは,母 として又女 として 最大 の不
幸であ り,神に対 する不従順 と傲慢,自 ら犯 した堕罪 によって楽 園 を追放 された
時,エバはすでに罰 を受 けたのであり,その上,産みの苦 しみの 罰を科せられている
のである。更に,子供を奪われているのである。亡れは,父なるアダムにとってもエバ
と同様 に不幸 な出来事 であっただろ うが,贋 の緒で結 ばれているエバに比 べれ ば,
悲しみは少ないことだろ う。「……女が教 えた り,男の上 に立った りすることを,わ
たしは許 さない。むしろ,静 かに しているべきである。なぜなら,アダムがさきに造
られ,それか らエバが造 られたか らである。またアダムは惑 わされなかったが,女は
惑わされて,あ やまちを犯 した。」(新約 ・『テモ テへ の第一 の手紙 』第2章12
-14節)と使 徒パ ウロで さえ,堕 落の罪 をエバ に課 してい るが,も とをただ
せば,エ バは アダム を源 として造 られ た,い わば アダ ムの分 身 あるいは背景
として考 え られ る もので ある。 エ パは,ア ダム と補い合 う一 対 の ものの中 の
一方なので ある。二 人は相 互 関係 にあるのだ。 エバの犯 した堕罪は アダムの
責任で もあるので ある。 しか し,そ の後 の人類 の行為 を象徴 す るかの よ うな,
エバの誘惑 と堕罪 の物 語が人 々に与 え る印 象が 強烈でかつ神話 的 ヴェールに
包まれるが故 に,エパ は,し ば しば備 見や誤解 を もって見 られ,正 当 な評価 を
されないので あ る。 エバ こそ 正 に,「 すべ て生 命 を持つ者の母 なの である。
(2)悪 名 高 き デ リ ラ
「英雄 色を好む 」の た とえ の ごと く,波 乱に 富んだ劇 的 な生 涯を送 った師
士サム ソンの唯一の弱点 は,女 色に溺れ る ことで あ った。神 の申 し子 と して
神授の怪 力を有 し,旧 約 の ヘラ ク レス ともいわれ る勇者 が,そ の生 涯に おい
て幾度も女 色に迷い,妻 に しよ う としたテ ナ ムの ベ リシテ人の娘に 背かれ,
又ガザの遊 廓で はすんで の ところで 命び ろい を し,最 後は ソ レクの 谷の デ リ
120
ラに裏切 られ て身をほ ろぼ して しまうので あ る。同 じ怪 力物語で も,バ ビロ
ニアの ギル ガメシ ュや ギ リシ ャの ヘラク レス と比 較す る と,サ ム ソンの方が
歴史 的,人 間的 な性格 が強い の も,サ ム ソ ソの この ような弱点ゆ えなの であ
る。 獅子 を引 き裂 き,ろ ば のあ ごの骨 をも って一千人 を打ち殺 すほ どの怪力
勇者 が,女 の誘惑に 負けて 自 ら窮地 に陥 る さまは,き わ めて人間的 であ り,
男性 共通の弱 さを戯 画化 してい る よ うだ。
サム ソ ンを破 局に追 い込んだ デ リラは遊 女で あ る。 それ も手練手管 に長け
た海 千山千の遊 女で あ る。 ジ ョン ・ミル トン(Jo㎞Milton)の『サム ソン
・アゴニ ステ ィーズ 』(SansonAgonistes)やEラ メイアー(F .
Lemaire)の台本に サ ン ・サ ーンス(SaintSdens)が作 曲 した 歌劇 『サ
ム ソンとデ リラ 』(SamsonetDalila),あるいは セシル ・B・ デ ミル監
督の映 画 『サム ソ ンとデ リラ 』等で,原 典 を読ん だ ことはな くとも,デ リラ
の名 前は多 くの人 々が知 ってい る。 「デ リラとは快 い響 き を持 つ 名前で ある。
虚栄心 の強い女性 が,ち ゃん と した本 名が あ りなが ら好 き このんで 名のるた
ぐい の名前で ある 」(2)とカ イパ ーも指摘 す るよ うに,東 洋 人に と って も,
この デ リラとい う名は語 呂が よく,何 か 卑俗な源氏 名的 な感 じがす るこ とは
確かで ある。 更に,人 々が イメ ージに描 くデ リラは大変 な美 女で あり,サ ム
ソ ンがその容 姿に魅せ られ たのは当然だ とい う思いが あ る。
サムソ ンとデ リラの出会 いは,ガ サの遊廓 で難 をのが れ た後,ガ サか らの
帰途に サム ソンが,ソ レクの谷の遊廓の デ リラの許に 登楼 した ことに始 まる。
『師 士記 』の第16章4節 で,デ リラは は じめて登場 して くるのであ る。サ
ムソ ンはす ぐに デ リラを愛 しは じめ る。だ が デ リラは,「 遊 女の くちびるは
蜜 を した た らせ,そ の言 葉は油 よりもな め らかで あ る 」(『 箴言 』第5章3
節)の た とえのごと く,心 は冷静で,恋 を装 う仕 種にかけ て は長け ているベ
テ ラ ンの遊 女で あるので,サ ム ソンをつ けね らうベ リシテ人た ちか ら 「あな
たは サム ソンを説 きすすめて,彼 の大 力は どこに あ るのか,ま たわれわれは
どうすれば 彼に勝 って,彼 を縛 り苦 しめ る ことが で きるか を見つけな さい。
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そ うすれ ばわれ われ は おの おの銀 千百枚ず つ をあ なたに さ しあげ ま し ょう 」
(第16章5節)と の条件 を出 され ると,す ぐそれ に応 じたので あ った。 余
談で はあ るが,キ リス トは銀貨30枚 で ユダに売 られ た(『 マタ イ伝 」第26
章15節)の に比べれ ば,「 わ れわれ はtsのおの銀 千百枚 ずつ 」との条 件 を
出 した ペ リシテ人 は5人 で あ った とい う説が一般 的なので,サ ム ソ ンは計5
千5百 枚 にな るわけ だか ら,そ の価 格 は何ん と180倍以 上で あ る。 デ リラ
の 目的 はただ一つ,金 を得 るこ とで あ ったが,甘 い言葉 を持 って サム ソ ンに
語 りかけ,そ の 不思 議な怪 力の 出 どころ を問い 質す のだ った。 デ リラの魅 力
の虜 にな り,彼 女 を愛 しは じめ てい るサ ム ソンで は あ ったが,異 教徒 であ り
敵方 で ある相手 を警戒 して,7本 の新 しい 弓弦 を も つて縛 るな らば,自 分 の
力は弱 くな って普 通の 人の よ うに な って しま うと偽 りの答 えをす る。サ ムソ
ンを縛 った 新 しい 弓弦 は,ま るで亜麻 糸が 火にあた って断 ち切れ るよ うに切
られて しま う。 デ リラは失 敗に懲ず,再 度言 葉巧み にサム ソ ンの怪 力の出ど
ころを問い 質す。 自分 を愛 してい るな どい って私 を願 すな んて と拗ねた り,
媚びた りする デ リラに は先 天的 な男た らしの素質が備わ ってい るよ うだ。 サ
ムソ ンは迷 うが,結 局,身 を案 じて再 び偽 りの答 えを与 える。新 しい綱 も,
サムソ ンにかか ると糸の よ うに断 ち切 られて しま った。
怒 り,泣 き,す ね,媚 び詔い と,女 の 武器 を最大 限に利 用 して,デ リラは,
サム ソ ソに三度 目の問い をする。 こんな 彼 女の 前に,サ ム ソンの心 は次第 に
軟化するが,ま だ本 当の ことは教 えない。 だが 「あなたが もし,わ た しの髪
の毛七 ふ さを機の縦 糸 と一 緒に織 って,く ぎでそれ を留 めて おくな らば,わ
た しは弱 くな って ほか の 人の よ う`こな るで し ょう 」(第16章13節)と,サ
ムソンの怪 力の根 源で ある髪 の毛に言 及 し,そ れ とはな く真実に近い 答え を
与えてい る。
三 度 目の試 みが失 敗に終 った こ とを知 ったデ リラは,自 分が 蔑に され た こ
とを怒 り,そ れか らすね,狡 猜 な弁舌 を も って 「あなた の心がわ た しを離れ
てい るのに,ど う して 『お まえを愛する 』と言 うこ とがで きますか。 あなた
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たはすで に三 度 も欺 き,あ なたの大 力が ど こにあ るのか をわた しに告げ ませ
んで した 」(第16章15節)と,毎 日の ように サ ム ソンtC迫り促 すのだ っ
た。 恋愛遊 戯の駆 け引 きにかけ ては デ リラの方が数倍 も上手 で あ った。 迷 っ
た揚 句,サ ム ソ ンは,『 箴言 』の戒め 「みだ らな女の巧 みな舌に惑わ されぬ
ようにす る。 彼女の 麗 しさを心に 慕 ってはな らない,そ の まぶた`こ捕 え られ
て はな らない 」(第6章24-25節)と は逆 に,何 人`こも言 ってはな らな
い 己が 秘密,つ まり 自分の髪 をそ り落 された な らば,す べての 力が失われ る
ことを デ リラに告 げ るのだ った。 サ ム ソンの言 葉に,今 度 は偽 りのない こと
を見抜 いた デ リラは,た だち に人 をつかわ して,サ ム ソ ンの命 をね らうベ リ
シテ人達 を呼 び寄 せた。 そ してサム ソ ンがデ リラの ひざの 上で眠 ると,ペ リ
シテ人達 を招 き入れ て サム ソ ンの髪 の毛 をそ り落 させた。無 抵抗 とな ったサ
ムソ ンは,ペ リシテ人達 に簡単 に捕 え られ,両 眼 をえ ぐりとられて,ガ ザの
獄屋へ 連れ て行か れた。 この さ まを,恐 らくデ リラは冷やか な微笑 をも って
見物 していたにち がいな い。不敵 のサ ム ソ ン,ペ リシテ人 の軍隊 も捕 え るこ
との出来 なか った サ ム ソ ンを,デ リラは 己が持つ 女 と して の魅 力 と,あ りと
あ らゆ る狡婿 な色仕 掛 を もちい て,一 滴 の血 を流す こともな く捕 えて しまっ
たのだ った。 デ リラは勝利 に酔 い,サ ム ソ ソを売 った代 償 と して 多額の 金を
受取 り悦に入 ったので あ った。 正に,「 遊 女は一塊の パ ンのた めに雇わ れる,
しか し,み だ らな女 は人の尊い 命 を求あ る 」(『 箴言 』第6章26節)の 戒
め どうりで ある。
16章20節,サ ム ソンが ペ リシテ人cc捕え られ たの を最 後に,デ リラ`こ関
して の記述 は終 るが,そ の 後,サ ム ソ ンが獄屋 か ら連れ 出 され,座 興 として
多 くの見物人 の前でなぶ り物に され,数 々の辱 め を受け た際に も,恐 らく見
物人の 中に混 って,デ リラも共に そ の座 興に打 ち興 じて いたに ちがいな い。
前述 の ミル トンの 『サム ソ ン ・アゴニ ス テ ィーズ 』で も(こ の劇 詩は,そ の
序 文に於 て も述べ られ てい る ように,上 演 を意図 と した もので はない が,ギ
リシ ャ悲劇にな ら って三一 致の法 則 を守 るため に,サ ム ソ ンの生涯 を一 日の
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出来事の 中に 集約 しなけれ ば ならなか ったためで もあ るが),ダ ゴ ンの宮に
行く前te,芝生で 休む サム ソ ンに,妻 として登場 する デ リラ(730行一gg6
行)が 美 しく華やか に着か ざ って,甘 言 と媚 をも って色 々と言いわ け を し,
過去は 水に流 して新たな生 活 を共 には じめ ようとい う下 りが あるが,こ れ も
ミル トンが,原 典 の 中で サ ム ソンが群衆 の前で戯れ事 を演 じさせ られ る際に,
その 見物 人の中に デ リラもいたに ちがい ない と想 像 したので,こ の よ うな場
面が劇 詩の 中に取 り入れ られ た のでは ないだ ろ うか 。
キ リス トを売 ったユ ダは,キ リス トが 罰に定 あ られ た こ とを知 ると後悔 し,
受取 った銀 貨 を投げ返 し,自 ら首 をつ って死んだが,サ ム ソ ンを売 ったデ リ
ラには,後 悔の 片す らない。 女 と して の魅 力を最大 限に利 用 して,自 分は一
切手 を汚 さず`こ,愛人(ミ ル トンをは じめ,デ リラを妻 とする人 もい るが,
原典で は 「サ ム ソ ンは ソ レクの谷に い るデ リラ とい う女を愛 した 」(第16
章4節)と な ってい るだけで あ る)を 陥 える とい う悪 徳行 為 を恥 じるど ころ
か,デ リラに はそれ を 自慢 するか の ような態度 があ る。 この よ うな デ リラの
非を責め る ことは簡単 だ し,又 多 くの人 々が すで にそれ を行な ってはいるが,
見方 をかえれ ば,サ ム ソ ンは女の誘 惑に負け て 己が秘密 を洩 らし,デ リラは
金の誘惑に 負けて 己が愛人 を売 ったので あるか ら,あ る意味で は喧嘩 両成 敗
である。 更`こ,デリラ`こと って は,イ スラエル人であ るサム ソ ンは敵 国の人
であ り,そ の 敵 を捕 え る手助 け をするの は当然 な ことで あ るのだか ら,イ ス
ラエル人に と って は,彼 女は破廉 恥な悪 女で あ って も,ペ リシテ人 に と って
は,ジ ャンヌ ・ダル ク と同様 に,救 国 の徒 として の評価 が くだ され るのでは
ないだろ うか 。
結局,こ の デ リラの物語 は,女 の美 しさ,魅 力,優 しさ,淑 やか さ,色 気,
甘言等が,一 度男 を虜に して しま うと,恐 るべ き刺 をもち,男 を堕落 させ,
奈落の底へ と突 き落 す もの とな る ことを如 実`こ物語 ってい る。 旧約に登場 す
る女性 の中で,デ リラは,悪 女の第一 人者 と して 永久`こその 名を残 してい る。
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(3)理 想 的な姑 ナオ ミと従順 な嫁の ツル
英米の女性 の名前で 多い もの の一つ に ル ツ,つ ま りRuth〔ru:0〕があ
る一 これ はヘ ブル語で 「友 」の 意 味 と す る解 釈 と,動 詞の 「水が豊かに
なる 」の意 味か ら派生 した名で ある とい う解 釈が あ るが,言 うまで もなく,
『ル ツ記 』の ヒロイ ンの ル ツに 由来 する もので ある。 親たちは,自 分の娘た
ちに ル ツの よ うな素直で従 順な 女性に な ってほ しい と願 って この名前 をつけ
るのだ ろ う。私 の知 る限 りで は,ユ ダ ヤ系 アメ リカ入 の女性に,特 に この名
前が 多い ようだ。
ゲ ーテが 「最 も愛すべ き小 品 」とまで 賞讃 した 『ツル記 』は,旧 約,新 約
計66巻 を通 じて,最 も短い,わ ず か4章,85節 から成 る 可 憐 な 物語 であ
る。収録 順序 と しては,『 士師記 』の 次に あ って,こ の時 代の歴 史物語の形
を してい るが,実 際には 旧約 歴史の後代 の作 品で あ って,『 ヨナ書 』と同様,
当時 のユダヤ人が 陥 っていた狭 い民族主義(Nationalism)に対 す るプ ロテ
ス トと して 書かれ,他 民族,異 邦人 を受け 入れ る世 界主義(COS㎜opolitani-
sm)を 教 示 するのが その意 図で あ った。 従 って,物 語 も,飢 饅 のため イス
ラエル人のエ リメ レクと妻 の ナオ ミが,二 人 の息子 を連れ て ベ ツ レヘムを去
り,異 邦の地 モ アブへ疎 開 する と ころか ら始 まる。
モ アブの地に移 住 して まもな く,エ リメ レクは死 ぬ。寡婦 とな った ナオ ミ
は,そ れか ら女手一つで 二人 の息子 マ ロ ンと キ リオ ンを 育て る。や がて二人
は成 人 して,異 邦人で あ り,異 教 徒で もあ るモ アブの娘 たち,つ まりマロン
はル ツと,キ リオ ンは オル パと結婚 をす る。 当時の イスラエ ル人 たち は,モ
アブ人 を堕落 した民族 とみな していた ので,こ の結婚 に対 して 口に こそ出さ
ぬ が,ナ オ ミの心 中に は複雑 な ものが あ った ようだ。理想 的な姑,あ るいは
次 々と襲いか か る不幸に もめげず,常 にその 名前の如 く"快 活 な人"で はあ
るが,こ の結 婚に関 して は相 当に悩 んだ にちが いない。だ が 賢明な ナオ ミは・
それ らを一切 態度に はあ らわ さない。 兎 も角,暮 しは貧 しく とも,波 風のな
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い10年 ほ どの 歳 月が過 ぎ るが,再 度 の不幸が ナオ ミ{c訪れ る。二人 の息子
の死で ある。異 邦の地 に あ って,夫 を失 い,ま た二人 の息子 をも失 った年 老
いた ナオ ミは,こ の世 の不幸の 中で も最 も悲惨 な不幸 を 体 験 す る の で あ っ
たo
異 邦 の地 で苦境 に落 ち入 った ナオ ミの望郷 の念はつ の る。 丁度 その夙 ペ
ツレヘムで は飢饅 も去 って,人 々の暮向 も良 くな って きた との便 りに,帰 国
を決心 する と,「 あな たがた は,そ れ ぞれ 自分の 母の家 に帰 って行 きな さい。
あなたが たが,死 んだ ふた りの子 とわ た しに親切 をつ く した ように,ど うぞ,
主があ なたが たに,い つ く しみ を賜 わ ります よ う。 ど うぞ,主 が あな たがた
`こ夫 を与 え,夫 の家で,そ れ ぞれ 身の落ち着 き所 を得 させ られ る よ うに 」
(第1章8節)と 言 って,自 分一 人で故国へ 旅立 と うとす る。異 邦の地に住
む ことの苦労 を よ く知 ってい るナ オ ミゆ えに,二 人 の嫁 たち に 自分 と同 じ体
験をさせ た くない とい う彼女のや さ しい思 いや りが,あ えて嫁 たち を突 き放
そうとす るのだ った。 再三の 説得 に,オ ルパは,愛 する姑 との別れ を決心 す
る。カ イパ ーは この個所 を 「… … ナオ ミは しば しば オルパ を観 察 し,う わべ
の敬 慶 さの 下に以 前の異教的 な傾 向が ひそんでい る ことをい くたびか 見て取
った。だか らナオ ミは この ことは最終的 にため して 見なけれ ばな らない とい
う正 しい決意 に到達 した ので あ った。 …… オルバはそ の試 みに失 敗 した。 彼
女は貧 しい子 な き老寡婦 を充分尊 敬 してはいた が,そ れ よ りも勢盛 んな富め
るモアブ人 を より高 く評価 してい た。 … …オルバは ナオ ミに 別れ を告 げ,モ
アブ人 とそ の神 モ ロクに帰 り,か くて永遠`こ滅 び沈 んだので あ る 」(3)と批
難 してい るが,こ れ は信 者 と して信仰 のた めのテ クス トと して聖書 の 中の登
場人物の善悪 を宗教 的 な見地か らのみ 判断す る,極 め て狭義 な解 釈 であろ う。
む しろオルパの方 が普通 なので はない だろ うか 。た とえ 愛 しあ ってい るとは
いえ,姑 と嫁 は所 詮他人 なので あ り,ま して ただ故郷 とい うだけで,帰 国後
の生 計をた て るあて もな く,更 に オルパの子 供,ナ オ ミに と って は孫 と,二
人を結ぶ血縁 者 がい るわけ で もない のだ か ら,自 分 の生れ 育 った 国で,父 母
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の家 に戻 って今後 の生 きる道 を見い 出そ うとす る オルパの態 度は,さ ほ ど批
難 され る もので はない と思 う。 意地 の悪い 見方 をす るな らば,オ ルパが,オ
ルパ と同 じ立場に置 かれ たな らば,殆 ん どの 人が 彼女 と同 じ決断 をす るであ
ろ う,ご くあた りまえの ことを したため に,そ の後 のル ツの と った態度が,
そ して折 ある ごと`こ引用 され るル ツの 名言 「あなた を捨 て,あ な たを離れて
帰 る ことをわ た しに勧 めな いで くだ さい。わ た しはあな たの行かれ る所へ行
き,ま た あな たの宿 られ ると ころに 宿 ります。 あなたの民 はわ た しの 民 あ
なた の神はわた しの神で す。 あなた の死なれ る と ころで わた しも死んで,そ
のかたわ らに葬 られ ます。 も し死に別れ でな く,わ た しがあな た と別れ るな
らば 主 よ,ど うぞわ た しをい くえに も罰 して くだ さい 」(第1章16節)
が,よ り一層 すば らしい もの と して賞讃 され るので ある。
ナオ ミとル ツは,ベ ツ レヘムに 向か って旅立つ。 この物語 は,不 必 要な説
明,子 細な記述 を思い き って捨 てて い るが,そ れ がか え って効果 をあげ,読
む者 の想 像 をか きた てる。 モ アブか らペ ツレヘムまで の道程 が どの く らいあ
った のか定か で はないが,山 道 を行 く女性 だけ の旅 は想像 を絶 す る苦難の連
続 で あ った だ ろ う。 苦 しい旅 を重ね て,や っとベツ レヘム`こ着 いた時,ナ オ
ミの故郷 の人 々は,そ の変 りは てた 姿に 驚 き,「 これ は ナオ ミで すか?」 と
訪 しげにたずね るほ どだ った。 「わ た しを ナ オ ミ(楽 しみ)と 呼 ばず に,マ
ラ(苦 しみ)と 呼 んで くだ さい。 なぜ な ら全能 者がわた しをひど く苦 しめ ら
れ たか らで す。わ た しは 出て 行 くときは 豊か で あ りま した が,主 はわた しを
か ら手で帰 され ま した 。主がわ た しを悩 ま し,全 能 者 がわ た しに 災を くださ
れ た のに,ど うしてわ た しを ナオ ミと呼ぶ ので すか 」(第1章20節) ,と
述 べ る彼女か らは,故 郷 に帰 りついた 安 堵か ら,そ れ まで異 国で の苦労と愛
す る夫や息子達 との 死別の悲 しみが一 挙に 出て くるのだ った。
2章に入 る と,ル ツが物語 の中心に な って くる。 ル ツは,い つ も年 老いた
ナオ ミの傍に 見い 出され るので,と もすれ ば若 い 女性 と考 え られがちだが,
マロ ンと結婚 して10年 を 過 し,更`こ,寡 婦 となってからも,ベ ツレヘ ムに来
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るまで は長い ことや もめ暮 しを していたので,30も 半 ば を 過 ぎた 女性で あ
る ことは確か で ある。
ベ ツ レヘ ムに落 ち着 いた ル ツは,姑 と 自らを養 うために,落 ち穂拾い を し
たい とナ オ ミに 申 し出 る。偶然 に も,ル ツが行 った 畑は,舅 側の裕富な親戚
で ある ボアズの所有で あ った。 ル ツは,ボ アズを知 らないが,ボ アズは,こ
れまで のル ツの振舞い を良 く知 っていたので,ル ツが不思議に思 うほどの親
切を施 して くれ るのだ った。 彼は ル ツをいたわ り,農 夫に命 じて,わ ざと穂
を落 とさせ た り,食 物 を与 えた り した。落 ち穂拾い 一 これ は卑 しい仕事の
一つで あ ったが,ル ツは笑 をたや さず黙 々と仕 事に 励んだ。 この時の ル ツの
心境 に思い を馳せ て,ジ ョン ・キ ーツ(JohnKeats)は,『小夜晴鳥に寄












ルツの態度 はあ まりに もつつ ま しく従順な もの で ある。時`こは 歯がゆい と
思われ るほ どで あ る。だ が このつつ ま しさと従順 さが,ル ツの長所で あ り,
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かつ 彼女に幸 を持た らすのだ った。 ナオ ミは,ル ツの将 来 を案 じ,思 案 の末
に,あ る夜,ル ツに化粧 をさせ,晴 れ着 をきせ ると,ボ アズの寝室に しのび
込 ませ て,彼 の足 の ところを まく って,そ こに寝 る よ うに と命 じた。 ル ツを
ボアズにあがな って も らうためであ る。 ル ツは命ぜ られ る とお り`こした。 ボ
アズは夜 中`こそれ に 気付い て大いに 驚い たが,ル ツのや さ しい 心 をほめ,彼
女が着 ていた外 套 をひろげ させ,そ の中に入 るだ けの麦 を包 んで,朝 早 く一
旦 ナオ ミの も とに帰 す。 とい うのは,イ スラエル人が モ アブの女 を嫁にする
ことは考 え られ ない ことだが,ボ アズにはそ の決 心は あ るが,彼 よりも先に
あがな いの権利が ある近親者が いるので,先 ず その人 と交渉 を しなけれ ばな
らないか らだ った。
嫁 の幸 と安定 を願 うナオ ミは,亡 夫エ リメ レ ックの 土地 を売 ろ うと決心す
る。 イス ラエルで は,物 をあが な う事 と権利 の譲渡に 際 しては,先 ず親族の
近い順 に希望を述 べ るのが常で あ った。 ボアズは二番 目で あ ったが,一 番 目
の親族 の者が,土 地 を買 うこと`こは同意 したが,そ の土地 と一 緒に異邦人の
ル ツも買い とらなけれ ばな らない ことを知 る と,家 伝 が損 われ ることを恐れ
て権利 を放棄 した ので,結 局,ナ オ ミの思わ くど うり,又 ボ アズの希望 どう
り,彼 が,エ リメ レ ックの遺産,キ リオ ンとマ ロ ンの遺 産と同時 に ルツをも
あが な って妻 とするのであ った。 まもな くル ツは 身 ごも って 男の子,オ ベデ
を生んだ。 このオペ デか らエ プサ イが生れ,エ プサ イか ら,か の有 名なタピ
デが生れた。
ど この国で も同 じだが,「 嫁 と姑 」とい う関係 は,あ ま りよい イメ ージが
ない。何故か嫉 妬 と憎悪に満 ちた険悪 なもの を連想 させ るものだが,こ の短
い ナ オ ミとル ツの物語 は,読 む 人の心 を爽や かに す る。 エパに しても,デ リ
ラに して も,読 む人に よ って,又 解釈 の しか たに よ って,千 差万別 な評価が
下 され るが,ナ オ ミとル ツに関 しては,誰 れ しも,こ の女たち の幸 福 を祈り
た くな るよ うな気持 をい だ くものだ。 この二人 こそ正に,「 女は静か に して
いて,万 事 に つ け 従 順 に 教 を学ぶ が よい 」(新 約 ・『テモテへ の第一 の手
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紙 』第2章11節)の 使 徒 パ ウ ロの 教 え 通 りに 生 きた 女性 た ち で あ ろ う。
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